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JACET中部支部紀要論文執筆サンプル・テンプレート
【研究論文／実践報告／研究ノート】（←選択。MSP明朝12pt. 左詰め、太字）
（1行アキ）　　（以下、和文は１行に39字、英文は１行80字、１ページ35行）
（1行アキ）  （以下日本文MS明朝、英文century)
日本語論文の場合は日本語論文タイトルを先に
－MS P明朝12pt. 太字、中央揃え－
The Title Should be 12-point Century, Boldface, Centered
（1行アキ）　　　（Century, 12pt. 太字、中央揃え、語頭の大文字はAPA7に従う）
[bookmark: _Hlk107063482]著者姓　名（11pt. 太字）
所属機関（11pt. 太字）
SURNAME, Name（11pt. 太字）
Affiliation（11pt. 太字）（10.5 pt. 太字、中央、英文要約にindentationなし）

（１行アキ）
Abstract
Write an abstract of no more than 16 lines to provide readers with an overview of the research. In this section, the background, methods, results, and conclusion should be described concisely, though not all articles have to follow this particular structure. … … … …（10.5ポイント、century、プロポーショナル、16行以内）
（１行アキ）
[bookmark: _Hlk107069449]キーワード：日英共に5語以内、…、中部支部（10.5 pt.、点（カンマではない）で区切る）
Key words: no more, than, five words and phrases, … , Chubu chapter（10.5 pt., century）
（1行アキ）（「はじめに」はかかない）


（1行アキ）
本研究は、大学における英語教育の実態を多様な角度から分析することを目的としている。本稿ではJACET中部支部と語彙習得の関係に焦点を当て、研究の動向、課題および今後の方向性を論じる。（和文は１行に39字、英文は１行80字、１ページ35行、10.5 pt.）
１字下げが自動で入っています。
先行研究第1レベルの見出し（太字,中央）10.5pt. MS明朝体，本文は両端揃え，1行開き

中部支部の第二言語指導効果研究とは、中部支部会員の第二言語（外国語を含む）教室内での指導が第二言語語彙習得にどのような効果を与えるのかを量的・質的に調査するものである（Doughty, 2003; Norris & Ortega, 2000; Spada & Tomita, 2010）。引用の方法についてはAPA7に順じます。----（本文はプロポーショナル、日本語文は「、」を使い、「,」を用いない。）
研究方法
段落の最初は1文字下げになります。自動的に字下げにならない場合は、最初のみ1字下げを行ってください。本文はMSP明朝、10.5となります。レベル１の見出しの前には1行開き。
段落の最初は1文字下げになります。
対象者の選定（第2レベルのタイトルは左寄せ。行アキなし）
段落の最初は1次下げです。
調査方法（第2レベルのタイトルは左寄せ。行アキなし）
段落の最初は1次下げです。
事前テスト（第3レベルのタイトルは3字下げ、左寄せ、行アキなし）
段落の最初は1次下げです。
事後テスト（第3レベルのタイトルは3字下げ、左寄せ、行アキなし）
段落の最初は1次下げです。
事後アンケート調査　事後テストに加えてアンケートを行った。（第４レベルのタイトルは3字下げ、左寄せ、行アキなし。本文を続けて記載する。）
結果
段落の最初は1文字下げになります。自動的に字下げにならない場合は、最初のみ1字下げを行ってください。

図１（行あけ，左寄せ，太字）
大学英語教育学会ロゴの調査（行変え，タイトル左寄せ，太字なし）
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（1行アキ）
図のタイトルは図の上に入れてください。図番号を改行してタイトルを記載します。タイトルは太字にはしません。図番号のみ太字になります。

表１（行あけ，左寄せ，太字）
JACET教授法によるスピーキングテストの結果（行変え，タイトル左寄せ，太字なし）
	
	Pre-test
	
	Post-test

	Group
	n
	M (SD)
	
	n
	M (SD)

	Group 1
	30
	50.56 (12.31)
	
	29
	60.82 (15.31)

	Group 2
	28
	48.22 (11.62)
	
	28
	51.75 (11.89)


（1行アキ）
　表のタイトルは、表番号の後改行してから次行に書きます。表のあとに1行あけます。図表を他の論文等から転載する場合には、転載可能かどうかを確認し、著者の責任において許諾を得た上で投稿を行ってください。
考察
段落の最初は1文字下げになります。自動的に字下げにならない場合は、最初のみ1字下げを行ってください。
結論
段落の最初は1文字下げになります。自動的に字下げにならない場合は、最初のみ1字下げを行ってください。
（１行アキ）
注 （注は左詰め、太字）
1．本稿は2020年6月7日にJACET中部支部大会において行った研究発表を元にしている。脚注ではなく、本文の後においてください。
2．本文中には「注に示す2」のように上付き数字で示します。
（1行アキ）
謝辞 (左詰め、太字)
本研究はJSPS科研費JP12345678の助成を受けたものです。
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・文献は本文で引用したもののみ記載する。英文・和文ともに混合でアルファベット順で記載する。
・和文の文献の年号のカッコは全角を使用。ジャーナルや本の記載は上記を参照。
・ページ数の記載はハイフン（-）ではなく，en dashダッシュ（–）を使用。
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